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特　
集
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関
東
足
利
氏
書
札
礼
と
『
書
札
次
第
』

―
書
止
文
言
と
宛
所
の
比
較
考
察

―安

田

健

人

は
じ
め
に

本
稿
は
、『
書
札
次
第
』
と
他
の
関
東
足
利
氏
書
札
礼
の
比
較
検
討

を
行
い
、
そ
の
史
料
的
性
格
と
、
武
家
の
家
格
に
つ
い
て
考
察
を
行
う

も
の
で
あ
る
。『
書
札
次
第
』
は
近
年
新
た
に
確
認
さ
れ
た
古
河
公
方

の
書
札
礼
書
で
、
一
部
に
武
家
と
寺
社
の
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
る

1。

そ
の
成
立
時
期
は
、
扇
谷
上
杉
氏
の
名
が
山
内
上
杉
氏
よ
り
前
に
記
さ

れ
て
い
る
点
か
ら
、
原
型
は
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
以
前
の
成
立
と

考
え
ら
れ
る

2。
武
家
と
寺
社
一
覧
以
外
の
箇
所
は
後
世
の
追
加
と
み

ら
れ
る
が
、
一
部
に
「
大
和
家
蔵
書
」
の
『
大
舘
伊
予
守
尚
氏
入
道
常

興
筆
記
』
か
ら
の
転
載
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る

3。

関
東
足
利
氏
書
札
礼
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、『
殿
中
以
下
年
中

行
事
』
を
材
料
と
し
た
鎌
倉
府
書
札
礼
に
関
す
る
検
討

4や
、『
足
利

政
氏
書
札
礼
』（
以
下
、『
政
氏
書
札
礼
』）
の
検
討

5、『
義
氏
様
御
代

之
中
御
書
案
之
書
留
』（
以
下
、『
義
氏
書
札
礼
』）
の
検
討

6、
古
河

公
方
書
札
礼
間
の
比
較
研
究

7、
東
国
を
含
む
全
国
の
書
札
礼
史
料
を

収
集
し
、
そ
の
全
国
的
な
展
開
を
検
討
し
た
も
の

8な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
関
東
足
利
氏
書
札
礼
に
つ
い
て
字
体
に
ま
で
踏
み
込
ん

で
検
討
し
た
も
の
に
田
中
宏
志
の
研
究
が
あ
る

9。

書
札
礼
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
書
止
文
言
の
謹
言
が
そ
の
崩
し
方

（
真
→
行
→
草
の
順
）
で
、
敬
意
の
度
合
い
が
変
化
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る

10。
そ
れ
は
次
の
【
図
１
・
２
・
３
】11

の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
字
体
の
差
異
は
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

書
札
礼
研
究
に
お
い
て
は
、
字
体
の
差
異
も
考
慮
し
た
上
で
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
書
止
文
言
と
そ
の
字
体
、
ま
た
宛
所
と
な
る
武

家
・
寺
社
の
記
載
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
、『
書
札
次
第
』
と
他
の
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関
東
足
利
氏
書
札
礼
の
比
較
検
討
を
行
う
。
そ
の
上
で
『
書
札
次
第
』

の
史
料
的
性
格
お
よ
び
関
東
足
利
氏
書
札
礼
の
変
遷
と
武
家
の
家
格
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一　
書
止
文
言
と
そ
の
字
体
の
比
較
検
討

（
一
）
各
書
札
礼
の
概
要

比
較
検
討
に
あ
た
り
、
ま
ず
個
々
の
書
札
礼
の
概
要
と
成
立
時
期
に

つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
関
東
足
利
氏
の
書
札
礼
に
つ
い
て
記
し
た

史
料
に
『
殿
中
以
下
年
中
行
事
』、『
書
札
次
第
』、『
政
氏
書
札
礼
』、

『
義
氏
書
札
礼
』
が
あ
る
。『
殿
中
以
下
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
は
、
大

半
は
公
方
が
差
出
人
で
な
く
、
個
別
の
武
家
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
記

し
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
『
書
札
次
第
』、『
政
氏
書
札
礼
』、『
義

氏
書
札
礼
』
の
三
つ
を
検
討
対
象
と
し
論
を
進
め
る
。

①
『
書
札
次
第
』

内
容
は
前
述
の
通
り
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
政
氏
と
山
内
上
杉

氏
が
結
び
つ
く
の
が
明
応
三
年
五
月
以
前

12の
た
め
、
成
立
も
こ
れ
以

前
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
上
限
は
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

伝
来
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
に
写
本
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

の
正
確
な
伝
来
過
程
や
原
本
は
不
明
で
あ
る
。
可
能
性
の
一
つ
と
し
て

関
東
足
利
氏
の
末
裔
で
あ
る
喜
連
川
家
の
所
蔵
が
想
定
さ
れ
る
が
、
天

明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
、
当
時
の
喜
連
川
家
所
蔵
の
文
書
な
ど
に
つ

い
て
記
し
た
「
天
明
元
年
目
録
」13

に
は
記
載
が
な
い
。
そ
れ
以
前
に

流
出
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、『
書
札
次
第
』
に
は
喜
連
川
や
小
弓
公

方
の
重
臣
で
あ
る
逸
見
氏
な
ど
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
喜
連
川
家
の
所
蔵
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

②
『
足
利
政
氏
書
札
礼
』14

主
に
足
利
成
氏
・
政
氏
期
の
文
書
が
写
さ
れ
、
成
立
は
永
正
三
年

（
一
五
〇
六
）
～
同
七
年
の
間

15、
少
な
く
と
も
永
正
三
年
か
ら
さ
ほ

【
図
１
】
謹
言
（
真
）

【
図
3
】
謹
言
（
草
）

【
図
2
】
謹
言
（
行
）
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ど
降
ら
な
い
時
期
と
さ
れ
る

16。
だ
が
、『
政
氏
書
札
礼
』
は
内
容
か

ら
A
・
B
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ

17、『
政
氏
書
札
礼
』
A
の
成
立

は
明
応
三
年
十
一
月
以
降
（
後
述
）、
可
淳
に
つ
い
て
記
す
『
政
氏
書

札
礼
』
B
は
、
上
杉
顕
定
が
出
家
し
て
可
淳
を
名
乗
る
の
が
永
正
三

年
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
立
は
永
正
三
年
以
降
～
可
淳
が
死
去
す

る
永
正
七
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、『
政
氏
書
札
礼
』
に
は
奥
書
が
あ
り
、
A
に
は
「
大
上
様

以
御
自
筆
、
本
間
右
衛
門
佐
所
へ
被
下
写
本
也
」、
Ｂ
に
は
「
大
上
様

於
武
州
御
陣
下
本
間
右
衛
門
佐
依
申
上
、
遊
被
下
写
本
也
」
と
あ
り
、

『
政
氏
書
札
礼
』
は
本
間
氏
の
要
望
に
よ
っ
て
政
氏
か
ら
下
賜
さ
れ
た

写
本
と
判
明
す
る
。
記
述
の
差
異
は
挿
入
時
期
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

田
中
は
こ
の
記
述
か
ら
「
武
州
御
陣
」
は
明
応
三
年
以
降
、
政
氏
が
下

総
篠
塚
に
動
座
す
る
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
以
前
に
比
定
さ
れ
る

「
武
州
上
戸
張
陣
」
に
あ
た
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
原
型
の
成

立
は
明
応
三
年
か
ら
文
亀
二
年
ま
で
の
間
で
あ
る
と
す
る

18。

こ
の
指
摘
は
概
ね
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
さ
ら
に
年
代
を
絞
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、『
政
氏
書
札
礼
』
に
は

明
応
三
年
十
一
月
の
武
蔵
村
岡
の
政
氏
御
陣

19に
お
け
る
上
杉
顕
定
に

関
す
る
注
記
と
し
て
「
出
仕
之
時
御
剣
御
一
家
シ
テ
被
下
之
也
、
今
度

之
御
陣
ニ
テ
一
両
度
被
申
間
、
直
ニ
被
下
之
」
と
あ
る
。
こ
の
点
を
踏

ま
え
れ
ば
、
前
述
し
た
奥
書
の
「
武
州
御
陣
」
も
、
明
応
三
年
十
一
月

の
「
今
度
之
御
陣
」
と
同
じ
御
陣
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、

本
間
氏
に
下
賜
さ
れ
た
『
政
氏
書
札
礼
』
Ａ
の
成
立
は
明
応
三
年
十
一

月
で
あ
り
、
仮
に
原
本
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
さ
ら
に

遡
る
こ
と
に
な
る

20。

伝
来
は
、
本
間
氏
が
喜
連
川
家
の
家
臣
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

過
程
で
「
喜
連
川
文
書
」
と
し
て
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

21。
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
に
影
写
本
が
あ
り
、『
義
氏
書
札
礼
』、『
里
見
家
永
正

元
亀
年
中
書
札
留
抜
書
』22

に
も
一
部
が
写
さ
れ
て
い
る
。

③
『
義
氏
様
御
代
之
中
御
書
案
之
書
留
』23

主
に
義
氏
期
の
文
書
が
写
さ
れ
、
成
立
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）

の
義
氏
嫡
子
の
誕
生
が
契
機
と
考
え
ら
れ
る

24。
後
半
に
は
『
政
氏
書

札
礼
』
の
写
し
も
あ
り
、
特
に
「
京
都
へ
之
御
書
札
」
か
ら
始
ま
る
箇

所
は
『
政
氏
書
札
礼
』
の
欠
失
部
分
と
推
定
さ
れ
る

25。

伝
来
は
『
政
氏
書
札
礼
』
同
様
「
喜
連
川
文
書
」
と
し
て
伝
わ
り
、

国
立
国
会
図
書
館
に
も
写
本
が
存
在
す
る
。

（
二
）
各
書
札
礼
の
比
較
と
書
止
文
言
の
字
体

で
は
次
に
、
各
書
札
礼
上
の
書
止
文
言
の
字
体
を
比
較
し
た
結
果
を

み
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
次
の
【
表
１
】【
表
２
】
で
あ
る
。
紙
幅
の

都
合
上
す
べ
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
字
体

が
相
違
す
る
箇
所
に
の
み
言
及
し
、
実
例
と
の
差
異
に
つ
い
て
も
述
べ

る
。
武
家
で
は
桃
井
・
二
階
堂
・
山
内
上
杉
・
千
葉
・
三
浦
・
簗
田
・
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【表１】関東足利氏書札礼における武家宛文書の書止文言とその字体

№ 宛所 『書札次第』 『政氏書札礼』 『義氏書札礼』 № 宛所 『書札次第』 『政氏書札礼』 『義氏書札礼』

1 斯波 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） ー 51 二階堂 謹言（草） 謹言（行） ー
2 畠山 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） ー 52 閑馬 謹言（草） ー ー

3 細川 恐々謹言（真）
恐々謹言（真）
恐惶謹言（真）
(細川九郎）

ー 53 早川田 謹言（草） ー ー

4 細川（典厩家） ー 謹言（行） ー 54 伊達 謹言（草） ー ー
5 細川（讃州家） ー 謹言（真） ー 55 三⼾ 謹言（草） ー ー
6 一色 ー ー 恐々謹言（草） 56 白河 謹言（草） ー ー
7 山名 恐々謹言（真） ー ー 57 赤見 謹言（草） ー ー
8 土岐 ー 謹言（行） ー 58 簗田 謹言（草） ー 謹言（行）
9 持是院（斎藤） ー 謹言（行） ー 59 大平 謹言（草） ー ー
10 三条 ー 恐々謹言（真） ー 60 佐々木 謹言（草） ー ー
11 幸福院 ー 恐々謹言（真） ー 61 梶原 謹言（草） ー ー
12 伊勢 ー 謹言（行） ー 62 壬生 ー ー 謹言（草）
13 吉良 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） 63 相馬 ー ー 謹言（草）
14 渋川 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） 64 木⼾ 謹言（草） ー 謹言（行）
15 桃井 恐々謹言（真） ー 恐々謹言（草） 65 八条上杉 ー ー 謹言（行）
16 里見 恐々謹言（草） ー 恐々謹言（草） 66 妹尾 ー ー 謹言（草）
17 新田 ー ー 恐々謹言（真） 67 本間 謹言（草） 謹言（草） ー
18 岩松 恐々謹言（草） ー 恐々謹言（草） 68 町野 謹言（草） ー ー
19 由良 ー ー 謹言（真） 69 印東 謹言（草） ー ー
20 二本松 恐々謹言（草） ー ー 70 佐野 謹言（草） ー 謹言（行）
21 吉見 恐々謹言（草） ー 恐々謹言（草） 71 山越 謹言（草） ー ー
22 駿河今川 ー 謹言（真） ー 72 ⻯崎 謹言（草） ー ー
23 甲斐武田 ー 謹言（草） ー 73 真壁 謹言（草） ー ー
24 鳥山 謹言（行） 謹言（行） ー 74 千本 謹言（草） ー ー
25 畠山 謹言（行） ー ー 75 塩谷 謹言（草） ー ー
26 加子 謹言（草） 謹言（草） ー 76 渋谷 謹言（草） ー ー
27 扇谷上杉 謹言（真） ー 謹言（真） 77 江⼾ 謹言（草） ー ー

28 山内上杉 恐々謹言（草）
恐々謹言（草）
恐々謹言（行）

恐々謹言（行） 78 茂木 謹言（草） ー ー

29 越後上杉 ー 謹言（真） ー 79 北条 謹言（草） 謹言（行） ー
30 小田原北条 ー ー  恐々謹言（行） 80 山川 謹言（草） ー ー
31 佐竹 謹言（真） ー 謹言（真） 81 笠間 謹言（草） ー ー
32 小田 謹言（真） ー 謹言（真） 82 小坂 謹言（草） ー ー
33 大掾 謹言（真） ー ー 83 ⻑尾 ー 謹言（草） ー
34 岩城 謹言（真） ー ー 84 原 ー 謹言（草） ー

35 千葉 謹言（真）
謹言（真）
謹言（行）

謹言（真） 85 芳賀 ー 謹言（草） ー

36 千田 ー ー 謹言（行） 86 水谷 ー 謹言（草） ー
37 三浦 謹言（真） 謹言（行） ー 87 赤井 ー 謹言（草） ー
38 上総 謹言（真） ー ー 88 狩野 ー ー 謹言（草）
39 上総武田 ー ー 謹言（真） 89 太田 ー ー 謹言（草）
40 横須賀 謹言（真） ー ー 90 行方 ー ー 謹言（草）
41 結城 謹言（真） ー 謹言（真） 91 烟田 ー ー 謹言（草）
42 小山 ー ー 謹言（真） 92 武田（行方衆） ー ー 謹言（草）
43 那須 謹言（真） ー ー 93 山田 ー ー 謹言（草）
44 宇都宮 謹言（真） ー 謹言（真） 94 手賀 ー ー 謹言（草）
45 舞木 謹言（真） ー 謹言（真） 95 中居 ー ー 謹言（草）
46 ⻑井 謹言（行） ー ー 96 下河辺 ー ー 謹言（草）
47 大友 謹言（行） ー ー 97 嶋崎 ー ー 謹言（草）
48 野田 謹言（行） ー ー 98 芹沢 ー ー 謹言（草）
49 名草 謹言（行） ー ー 99 鹿嶋 ー ー 謹言（草）
50 渋垂 謹言（行） ー ー 100 津賀 ー ー 謹言（草）

※２ 「一揆」など特定の家を指さない事例や、庶子に関する規定は除外した。
※３ 書止文言が「也」など謹言未満の家については除外した。
※４ №28の山内上杉氏については、恐々謹言（草）が『政氏書札礼』A、恐々謹言（行）がBの記載である。

※１ 『政氏書札礼』の内、「京都へ之御書札」の記述は二重下線を引き区別した。また、その内№1,4,11,12,22~24,26,
   29,35,37,51,79は『義氏書札礼』、№5は『里見家永正元⻲年中書札留抜書』の写しから採った。
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【表２】関東足利氏書札礼における寺社宛文書の書止文言とその字体

№ 宛所 『書札次第』 『政氏書札礼』 『義氏書札礼』 備考

1 大御堂殿 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） ー 『政⽒書札礼』では、勝⻑寿院
2 鎌倉門院 恐々謹言（真） ー ー 恐惶謹言とするかは子細有りとする
3 雪下殿 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） ー
4 熊野堂殿 ー 恐々謹言（真） ー 御連枝、僧正以外は恐々謹言（草）
5 八正寺 恐々謹言（行） ー ー 御連枝の場合は恐々謹言（真）
6 宝勅寺 恐々謹言（行） ー ー 御連枝の場合は恐々謹言（真）
7 一心院 恐々謹言（行） ー ー 御連枝の場合は恐々謹言（真）
8 二階堂（永福寺） 恐々謹言（行） ー ー 御連枝の場合は恐々謹言（真）
9 月輪院 恐々謹言（行） ー 恐々謹言（草）
10 建⻑寺 恐惶謹言（真） 恐惶謹言（真） ー
11 円覚寺 恐々敬白（真） 恐々敬白（真） ー 『政⽒書札礼』Bでは、恐々敬白（草）
12 寿福寺 恐々敬白（真） 恐々謹言（草） ー 『政⽒書札礼』では、⻄堂は恐々謹言（行）、僧正は恐々謹言（真）
13 浄智寺 恐々敬白（真） 恐々謹言（草） ー 『政⽒書札礼』では、⻄堂は恐々謹言（行）、僧正は恐々謹言（真）
14 浄妙寺 恐々敬白（真） 恐々謹言（草） ー 『政⽒書札礼』では、⻄堂は恐々謹言（行）、僧正は恐々謹言（真）
15 禅興寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
16 福泉寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
17 東勝寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
18 万寿寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
19 興聖寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
20 大学寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
21 ⻑楽寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
22 国清寺 恐々謹言（真） ー ー ⻄堂の規定。才知により恐々敬白（真）、単寮は恐々謹言（行）、後堂は恐々謹言（草）
23 瑞泉寺 恐々敬白（真） 恐々謹言（真） 恐々謹言（真） 『政⽒書札礼』では、諸⼭・単寮は恐々謹言（行）、蔵主〜後堂は恐々謹言（草）
24 杉田東福寺 恐々謹言（行） ー ー
25 極楽寺 恐惶謹言（真） 恐惶謹言（真） ー
26 清浄光寺 恐惶謹言（真） 恐惶謹言（真） ー
27 遊行上人（無量光寺） 恐惶謹言（真） 恐惶謹言（真） ー 『書札次第』では、人体による
28 時宗 穴賢 穴賢々々 ー 『政⽒書札礼』では、教念寺・庫院・金蓮寺
29 当麻上人 ー 恐惶謹言（真） ー
30 万福寺 恐々敬白（真） ー ー
31 千妙寺 謹言（行） ー ー
32 甘棠院 ー ー 恐々敬白（草）
33 千光院 ー ー 恐々敬白（草）
34 吉祥寺 ー ー 恐々敬白（草）
35 播本坊 ー ー 恐々謹言（草）
36 若満坊（大⼭寺） ー ー 謹言（草）
37 鑁阿寺 ー ー 恐々謹言（草）
38 千手院 ー ー 恐々謹言（草） 雪下院家中も同様の書札礼とする
39 権大僧都祐桓御房 ー ー 謹言（草）
40 光護院 ー ー 恐々謹言（草） 千葉介一家
41 王子神社 ー ー 謹言（行）
42 早雲寺 ー ー 恐惶謹言（真）
43 鷲宮神社 ー ー 謹言（行）
44 ⻑寿寺 ー 恐々謹言（真） ー 諸⼭・単寮は恐々謹言（行）、蔵主〜後堂は恐々謹言（草）
45 永安寺 ー 恐々謹言（真） ー 諸⼭・単寮は恐々謹言（行）、蔵主〜後堂は恐々謹言（草）
46 ⻑春院 ー 恐々謹言（真） ー 諸⼭・単寮は恐々謹言（行）、蔵主〜後堂は恐々謹言（草）
47 乾亨院 ー 恐々謹言（真） ー 諸⼭・単寮は恐々謹言（行）、蔵主〜後堂は恐々謹言（草）
48 勝光院 ー 恐々謹言（真） ー 諸⼭・単寮は恐々謹言（行）、蔵主〜後堂は恐々謹言（草）
49 惣持寺 ー 恐々謹言（真） ー
50 伝心院 ー 恐々敬白（草） ー
51 英海法印御房 ー 謹言（行） ー
52 京都五⼭ ー 恐々謹言（真） ー ⻄堂の規定
53 蔭凉軒 ー 恐々謹言（行） ー
54 鹿苑院 ー 恐々敬白（真） ー
55 座禅院（日光⼭） ー 恐々謹言（草） ー
56 ⼭内 ー 恐々謹言（行） ー 日光⼭カ（伊藤拓也⽒御教示）

※２ 『書札次第』の内、門跡寺院の記載は除外した。
※３ 「諸宗」、「諸⼭」など特定の寺社を指さない事例は除外した。

※１ 『政⽒書札礼』の内、「京都へ之御書札」の記述は二重下線で区別した。また、その内№12~14,52,53,55,56は『義⽒書札
   礼』、№54は『⾥⾒家永正元⻲年中書札留抜書』の写しから採った。
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木
戸
・
佐
野
・
常
陸
北
条
、
寺
社
で
は
月
輪
院
・
寿
福
寺
・
浄
智
寺
・

浄
妙
寺
・
瑞
泉
寺
が
該
当
す
る
。
こ
の
内
寺
社
に
関
し
て
は
僧
侶
個
人

の
地
位
に
よ
る
差
が
大
き
い
た
め
、
こ
こ
で
は
武
家
の
み
を
検
討
対
象

と
し
、
次
に
桃
井
以
下
の
各
氏
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

①�

桃
井
氏
〈『
書
札
次
第
』
恐
々
謹
言
（
真
）
→
『
義
氏
書
札
礼
』

恐
々
謹
言
（
草
）〉

実
例
は
未
確
認
。
桃
井
氏
は
足
利
一
門
で
、
享
徳
の
乱
で
は
桃
井
左

京
亮
が
足
利
成
氏
方
と
し
て
み
え
る

26。『
書
札
次
第
』
で
は
足
利
御

三
家
の
渋
川
氏
の
次
に
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
地
位
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。

『
義
氏
書
札
礼
』
で
は
八
朔
の
贈
答
に
関
わ
り
名
前
が
あ
り
、
義
氏
期

も
上
野
国
衆
と
し
て
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
書
札
礼
は
恐
々

謹
言
（
草
）
で
あ
り
、
地
位
は
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②�

二
階
堂
氏
〈『
書
札
次
第
』
謹
言
（
草
）
→
『
政
氏
書
札
礼
』（「
京

都
へ
之
御
書
札
」）
謹
言
（
行
）〉

実
例
は
成
氏
期
に
謹
言
（
草
）27

と
、
写
し
で
（
行
）
が
確
認
で
き

一
致
す
る

28。
国
人
・
奉
公
衆
の
家
格
は
一
六
世
紀
前
半
か
ら
格
上
げ

が
進
ん
で
お
り

29、
奉
公
衆
で
あ
る
二
階
堂
氏
も
同
様
で
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
、
享
徳
の
乱
中
に
格
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

③�

山
内
上
杉
氏
〈『
書
札
次
第
』・『
政
氏
書
札
礼
』
Ａ 

恐
々
謹
言（
草
）

→
『
政
氏
書
札
礼
』
Ｂ
・『
義
氏
書
札
礼
』
恐
々
謹
言
（
行
）〉

実
例
は
政
氏
期
の
写
し
が
恐
々
謹
言
（
行
）
で
確
認
で
き
る

30。
田

中
に
よ
れ
ば
山
内
上
杉
氏
の
書
札
礼
は
二
段
階
の
格
上
げ
が
な
さ
れ
、

そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
『
政
氏
書
札
礼
』
Ａ
の
時
点
で
恐
々
謹
言
（
草
）、

そ
し
て
Ｂ
が
成
立
す
る
永
正
三
年
～
同
七
年
の
間
に
恐
々
謹
言
（
行
）

に
格
上
げ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

31。

④�

千
葉
氏
〈『
書
札
次
第
』
謹
言
（
真
）
→
『
政
氏
書
札
礼
』・『
義
氏

書
札
礼
』
謹
言
（
真
）、「
京
都
へ
之
御
書
札
」
で
は
謹
言
（
行
）〉

実
例
は
高
基
期
以
降
の
も
の
が
謹
言
（
真
）
で
確
認
で
き
一
致
す
る

が
32、
謹
言
（
行
）
の
事
例
は
庶
流
以
外
で
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の

「
京
都
へ
之
御
書
札
」
の
記
載
に
関
し
て
は
、
同
じ
外
様
ク
ラ
ス
の
那

須
氏
が
応
仁
年
間
を
境
に
、
謹
言
の
書
体
が
行
字
か
ら
真
字
に
格
上
げ

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
享
徳
の
乱
以
前
の
在
り
方
を
示
す
と
さ

れ
る

33。
こ
の
指
摘
に
従
え
ば
、
千
葉
氏
は
政
氏
期
ま
で
に
謹
言

（
行
）
か
ら
（
真
）
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

千
葉
氏
は
享
徳
の
乱
に
お
い
て
胤
直
が
幕
府
方
に
な
っ
て
い
る
が
、

康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
に
成
氏
方
に
つ
い
た
一
門
の
馬
加
康
胤
に
滅

ぼ
さ
れ
、
胤
直
の
家
系
は
武
蔵
千
葉
氏
と
し
て
存
続
す
る

34。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
、「
京
都
へ
之
御
書
札
」
の
千
葉
介
は
、
内
乱
以
前
に
幕
府

方
に
い
た
時
期
の
待
遇
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。

－57－ －56－



⑤�
三
浦
氏
〈『
書
札
次
第
』
謹
言
（
真
）
→
『
政
氏
書
札
礼
』（「
京
都

へ
之
御
書
札
」）
謹
言
（
行
）〉

実
例
は
永
正
六
年
頃
の
政
氏
期
の
写
し
が
謹
言
（
真
）
で
一
致
す

る
35。
謹
言
（
行
）
の
事
例
は
確
認
で
き
な
い
が
、
千
葉
氏
同
様
、
享

徳
の
乱
前
後
に
幕
府
方
に
い
た
時
期
の
待
遇
を
示
し
、
政
氏
期
ま
で
に

謹
言
（
行
）
か
ら
（
真
）
に
格
上
げ
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

三
浦
氏
は
享
徳
の
乱
以
降
上
杉
方
と
し
て
活
動
し
、
長
享
の
乱
で
は

当
初
山
内
上
杉
方
に
つ
き
、
明
応
三
年
以
降
は
扇
谷
上
杉
方
と
な
っ
た

と
さ
れ
る

36。
三
浦
氏
は
永
正
一
三
年
に
滅
亡
す
る
が
、
そ
の
後
も
奉

公
衆
と
し
て
存
続
し
た
一
族
が
お
り
、
義
氏
期
も
謹
言
（
真
）
と
外
様

ク
ラ
ス
の
家
格
で
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る

37。

⑥�

常
陸
北
条
氏
〈『
書
札
次
第
』
謹
言
（
草
）
→
『
政
氏
書
札
礼
』

（「
京
都
へ
之
御
書
札
」）
謹
言
（
行
）〉

実
例
は
未
確
認
。
常
陸
北
条
氏
は
小
田
氏
一
族
で
、『
書
札
次
第
』

で
は
奉
公
衆
ク
ラ
ス
に
記
載
さ
れ
「
京
都
奉
公
」
の
注
記
が
あ
る
。
こ

の
北
条
氏
は
小
田
原
で
な
く
常
陸
北
条
氏
と
考
え
ら
れ

38、
室
町
期
以

降
、
同
氏
は
宗
家
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

39。
一
方
『
政
氏

書
札
礼
』
で
は
「
京
都
へ
之
御
書
札
」
の
内
に
「
千
葉
介 

三
浦 

北
條　

謹
言
」
と
あ
り
、
謹
言
は
行
書
体
で
格
上
げ
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

た
だ
し
、
前
述
し
た
通
り
当
該
部
分
が
享
徳
の
乱
前
後
の
書
札
礼
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
逆
に
格
下
げ
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

田
中
は
こ
の
北
条
氏
を
小
田
原
北
条
氏
と
捉
え
、
本
来
、
永
正
一
三

年
に
滅
亡
し
た
三
浦
氏
と
大
永
三
年
に
改
姓
し
た
北
条
氏
の
両
者
が
、

実
際
に
同
じ
謹
言
（
行
）
の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、

古
河
公
方
が
改
姓
後
の
北
条
氏
を
千
葉
氏
・
三
浦
氏
と
同
じ
「
屋
形
」

層
並
み
の
待
遇
と
し
て
扱
っ
た
記
述
と
理
解
す
る
。

し
か
し
、
小
田
原
北
条
氏
が
「
屋
形
」
層
並
み
の
家
格
で
あ
る
こ
と

を
示
す
た
め
な
ら
千
葉
氏
の
み
を
記
載
す
れ
ば
よ
く
、
本
来
並
び
得
な

い
三
浦
氏
を
記
載
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の

千
葉
氏
と
三
浦
氏
の
記
載
は
享
徳
の
乱
前
後
の
待
遇
を
指
す
と
み
ら
れ

る
が
、
こ
こ
に
敢
え
て
後
年
の
小
田
原
北
条
氏
の
記
載
を
追
加
す
る
こ

と
も
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
改
め
て
常
陸
北
条
氏
に
つ
い
て
み
る
と
、
小
田
成
治
の
子
で

北
条
氏
の
小
田
顕
家
は
延
徳
二
年
に
当
主
で
兄
の
治
孝
を
殺
害
し
て
い

る
。
こ
の
事
件
の
背
景
に
は
長
享
の
乱
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
、
親
山

内
上
杉
派
の
顕
家
と
反
山
内
上
杉
派
の
治
孝
の
対
立
関
係
が
あ
っ
た
と

い
う

40。『
書
札
次
第
』
の
常
陸
北
条
氏
が
顕
家
を
指
す
か
は
不
明
だ

が
、
同
史
料
の
成
立
は
政
氏
と
扇
谷
上
杉
氏
が
連
携
し
た
時
期
と
考
え

ら
れ
、
公
方
か
ら
す
れ
ば
親
山
内
上
杉
派
の
常
陸
北
条
氏
は
敵
方
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
同
氏
と
幕
府
の
直
接
的
な
関
係
は
不
明
だ
が
、
山
内

上
杉
方
で
あ
っ
た
た
め
に
「
京
都
奉
公
」
と
記
載
さ
れ
た
可
能
性
は
想

定
し
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
上
で
、『
書
札
次
第
』
の
「
京
都
奉
公
」
が
『
政
氏
書
札
礼
』
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の
「
京
都
へ
之
御
書
札
」
の
記
載
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
つ
と
す
れ

ば
、「
京
都
へ
之
御
書
札
」
の
北
条
氏
も
常
陸
北
条
氏
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。
書
札
礼
が
格
下
げ
に
な
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
山
内
上
杉

方
へ
の
加
担
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑦�

簗
田
氏
・
木
戸
氏
・
佐
野
氏
〈『
書
札
次
第
』
謹
言
（
草
）
→
『
義

氏
書
札
礼
』
謹
言
（
行
）〉

簗
田
氏
は
、
明
応
三
年
に
比
定
さ
れ
る
政
氏
書
状
で
は
謹
言
（
草
）

で
確
認
さ
れ
る
が
、
晴
氏
期
ま
で
に
は
謹
言
（
行
）
に
格
上
げ
さ
れ
て

い
る

41。
同
氏
は
、
永
正
半
ば
に
は
書
札
礼
が
花
押
の
み
か
ら
実
名
＋

花
押
の
形
式
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
た
め

42、
そ
の
前
後
に
謹
言
も
草

字
か
ら
行
字
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

木
戸
氏
は
、
義
氏
期
に
は
謹
言
（
行
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
43。
そ
れ
以
前
の
実
例
は
管
見
の
限
り
未
確
認
だ
が
、
国
人
・
奉
公

衆
の
家
格
で
あ
れ
ば
謹
言
（
草
）
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

佐
野
氏
は
、
宗
家
の
下
野
佐
野
氏
が
成
氏
期
の
写
し
で
謹
言

（
草
）44、
桐
生
佐
野
氏
が
成
氏
期
～
晴
氏
期
に
謹
言
（
草
）45、
義
氏

期
に
は
下
野
佐
野
氏
が
謹
言
（
行
）
で
確
認
で
き
一
致
す
る

46。

こ
の
三
氏
は
国
人
・
奉
公
衆
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
概
ね
一
六

世
紀
前
半
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

以
上
、
書
止
文
言
の
字
体
に
着
目
し
て
三
つ
の
書
札
礼
を
比
較
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
公
方
の
武
家
に
対
す
る
書
札
礼
は
『
書
札
次
第
』

→
『
政
氏
書
札
礼
』
→
『
義
氏
書
札
礼
』
と
概
ね
段
階
的
に
厚
礼
化
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
享
徳
の
乱
以
降
、
公
方
発
給
文
書

が
御
判
御
教
書
形
式
か
ら
御
内
書
形
式
へ
移
行
す
る
の
に
伴
い
、
各
氏

族
へ
の
書
札
礼
が
厚
礼
化
し
た
と
す
る
指
摘

47や
、
一
五
世
紀
後
半
～

一
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
大
名
・
国
人
・
奉
公
衆
ら
に
対
す
る
書
札
礼

の
格
上
げ
が
進
行
し
た
と
す
る
指
摘

48と
合
致
す
る
と
い
え
る
。

二　
書
札
礼
に
お
け
る
武
家
・
寺
社
の
記
載
の
有
無

（
一
）『
書
札
次
第
』
の
特
色

次
に
、
各
書
札
礼
に
お
け
る
武
家
・
寺
社
の
記
載
の
異
同
を
確
認
し

た
い
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
①
・
②
で
あ
る

49。

①『
書
札
次
第
』
の
み
に
記
載
が
あ
る
武
家
・
寺
社

〈
武
家
〉
山
名
・
二
本
松
・
畠
山
・
大
掾
・
岩
城
・
上
総
介
・
横
須

賀
・
那
須
・
長
井
・
大
友
・
野
田
・
名
草
・
渋
垂
・
閑
馬
・
早
川
田
・

伊
達
・
三
戸
・
白
河
・
赤
見
・
大
平
・
佐
々
木
・
梶
原
・
町
野
・
印

東
・
山
越
・
竜
崎
・
真
壁
・
千
本
・
塩
谷
・
渋
谷
・
江
戸
・
茂
木
・
山

川
・
笠
間
・
小
坂

〈
寺
社
〉
鎌
倉
門
院
・
八
正
寺
・
宝
勅
寺
・
一
心
院
・
二
階
堂
・
禅
興

寺
・
福
泉
寺
・
東
勝
寺
・
万
寿
寺
・
興
聖
寺
・
大
学
寺
・
長
楽
寺
・
国

清
寺
・
杉
田
東
福
寺
・
万
福
寺
・
千
妙
寺
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②�『
書
札
次
第
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、
他
の
書
札
礼
に
は
記
載
が
あ

る
武
家
・
寺
社

〈
武
家
〉
土
岐
・
斎
藤
・
三
条
（
公
家
）・
幸
福
院
（
不
祥
）・
伊
勢
・

新
田
・
由
良
・
今
川
・
甲
斐
武
田
・
越
後
上
杉
・
小
田
原
北
条
・
千

田
・
上
総
武
田
・
小
山
・
壬
生
・
相
馬
・
八
条
上
杉
・
妹
尾
・
長
尾
・

原
・
芳
賀
・
水
谷
・
赤
井
・
狩
野
・
太
田
・
行
方
・
烟
田
・
武
田
（
行

方
衆
）・
山
田
・
手
賀
・
中
居
・
下
河
辺
・
嶋
崎
・
芹
沢
・
鹿
嶋
・
津

賀〈
寺
社
〉
熊
野
堂
殿
・
当
麻
上
人
・
甘
棠
院
・
千
光
院
・
吉
祥
寺
・
播

本
坊
・
若
満
坊
・
鑁
阿
寺
・
千
手
院
・
雪
下
院
家
中
・
権
大
僧
都
祐
桓

御
房
・
光
護
院
・
王
子
神
社
・
早
雲
寺
・
鷲
宮
神
社
・
長
寿
寺
・
永
安

寺
・
乾
亨
院
・
長
春
院
・
勝
光
院
・
惣
持
寺
・
伝
心
院
・
英
海
法
印
御

房
・
京
都
五
山
・
蔭
凉
軒
・
鹿
苑
院
・
座
禅
院
・
山
内
（
日
光
山
カ
）

ま
ず
①
か
ら
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
『
書
札
次
第
』
は
他
の
書
札

礼
と
比
較
し
て
、
足
利
一
門
の
山
名
氏
を
は
じ
め
独
自
の
記
載
が
多
く

あ
り
、
伊
達
氏
・
岩
城
氏
・
白
河
氏
な
ど
南
奥
の
武
家
が
み
ら
れ
る
点

で
も
特
色
が
あ
る
。
寺
社
の
場
合
も
、
鎌
倉
門
院
を
筆
頭
に
独
自
の
記

載
が
多
く
み
ら
れ
る
。

一
方
で
、『
政
氏
書
札
礼
』
は
幕
府
関
係
者
を
多
く
載
せ
る
が
、『
書

札
次
第
』
で
は
三
管
領
と
山
名
氏
を
除
き
東
国
以
外
の
武
家
が
み
ら
れ

な
い
。
ま
た
寺
社
の
場
合
も
、『
書
札
次
第
』
は
門
跡
寺
院
を
除
き
記

載
は
東
国
寺
社
の
み
で
、『
政
氏
書
札
礼
』
が
「
京
都
へ
之
御
書
札
」

と
し
て
京
都
寺
院
を
載
せ
る
点
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、『
書
札
次
第
』
に
は
『
政
氏
書
札

礼
』
同
様
、
足
利
一
門
で
あ
る
は
ず
の
一
色
氏
の
記
載
が
な
い
。
こ
の

点
、
一
色
氏
の
動
向
が
成
氏
期
に
は
伊
予
守
や
宮
内
大
輔
な
ど
の
活
動

が
み
ら
れ
る
が
、
政
氏
期
に
は
一
時
的
に
消
息
が
つ
か
め
な
く
な
る
こ

と
と
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
成
氏
期
に
は
一
色
左
馬
助
が

突
如
出
奔
し
、
成
氏
か
ら
直
接
帰
参
を
求
め
ら
れ
て
い
る
事
例

50も
確

認
で
き
る
た
め
、
ち
ょ
う
ど
『
書
札
次
第
』
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
、

一
色
氏
は
何
ら
か
の
理
由
で
一
時
的
に
古
河
公
方
方
か
ら
離
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
書
札
礼
の
記
載
に
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）『
書
札
次
第
』
の
成
立
時
期

こ
の
よ
う
に
『
書
札
次
第
』
は
『
政
氏
書
札
礼
』、『
義
氏
書
札
礼
』

と
比
べ
て
、
東
国
中
心
的
な
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
書
札

礼
上
の
記
載
が
実
際
の
交
流
度
合
を
示
す
と
す
れ
ば
、『
書
札
次
第
』

の
成
立
は
政
氏
と
扇
谷
上
杉
氏
が
連
携
す
る
長
享
二
年

51か
ら
程
な
い

時
期
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
、『
書
札
次
第
』
は
『
政
氏
書
札
礼
』

と
異
な
り
、
京
都
五
山
や
鹿
苑
院
、
蔭
凉
軒
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。

『
書
札
次
第
』
成
立
時
に
古
河
公
方
と
こ
れ
ら
の
京
都
寺
院
が
没
交
渉

で
、
そ
れ
が
書
札
礼
へ
の
記
載
に
影
響
し
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
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古
河
公
方
に
よ
る
鎌
倉
五
山
へ
の
公
帖
発
給
が
再
開
さ
れ
る
の
は
文
明

一
四
年
（
一
四
八
二
）
の
都
鄙
和
睦
以
降
で
あ
り52
、
古
河
公
方
と
京

都
と
の
交
流
が
再
開
さ
れ
書
札
礼
に
記
載
さ
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
延
徳
四
年
六
月
に
は
竺
雲
顕
騰
が
成
氏
公
帖
を

根
拠
に
幕
府
に
建
長
寺
公
帖
を
求
め
て
い
る
が
、
こ
の
事
態
に
つ
い
て

蔭
凉
軒
主
は
「
予
代
未
有
」
と
述
べ
て
お
り
、
京
都
と
の
交
流
再
開
は

こ
の
時
期
ま
で
下
る
と
推
察
さ
れ
る

53。

そ
し
て
、
政
氏
と
扇
谷
上
杉
氏
の
連
携
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、『
書
札
次
第
』
の
成
立
は
、
京
都
寺
院
と
没
交
渉
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
長
享
二
年
以
降
ま
で
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、『
書
札
次
第
』、『
政
氏
書
札
礼
』、『
義
氏
書
札
礼
』
に
つ
い

て
、
書
止
文
言
と
そ
の
字
体
、
お
よ
び
記
載
の
有
無
に
着
目
し
て
比
較

検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
武
家
に
対
す
る
書
札
礼
は
『
書
札
次

第
』
→
『
政
氏
書
札
礼
』
→
『
義
氏
書
札
礼
』
と
段
階
的
に
厚
礼
化
し

て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
『
書
札
次
第
』
は
幕
府

や
西
国
の
武
家
、
寺
社
に
関
す
る
記
載
が
極
め
て
少
な
く
、
東
国
中
心

的
な
内
容
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
記
載
は
、
一
六
世
紀
前
半
に
武
家

に
対
す
る
書
札
礼
が
厚
礼
化
す
る
以
前
の
段
階
を
示
し
、『
政
氏
書
札

礼
』
の
成
立
が
明
応
三
年
十
一
月
以
前
ま
で
遡
る
と
す
れ
ば
、『
書
札

次
第
』
は
そ
れ
以
前
に
政
氏
と
扇
谷
上
杉
氏
が
連
携
す
る
期
間
、
す
な

わ
ち
長
享
二
年
～
明
応
三
年
五
月
の
間
の
成
立
と
考
え
た
。

今
回
は
紙
幅
の
都
合
上
、
個
別
の
事
例
や
殿
文
字
の
規
定
な
ど
に
つ

い
て
は
論
じ
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
関
東
足
利
氏
以
外
に
も
東
国
の
書

札
礼
は
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ら
も
参
照
・
比
較
し
た
上
で
武
家
・
寺
社

の
書
札
礼
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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後
注

1　

谷
口
雄
太・安
田
健
人・堀
内
誠
司
「『
書
札
次
第
』
の
翻
刻
と
紹
介
」『
史
友
』

五
七
、
二
〇
二
五
年
。

2　

拙
解
題
「『
書
札
次
第
』
に
み
え
る
武
家
と
寺
社
」（
１
）
前
掲
谷
口
他
史
料

紹
介
。

3　

木
下
聡
「
史
料
紹
介
「
大
和
家
蔵
書
」
所
収
「
大
舘
伊
予
守
尚
氏
入
道
常
興

筆
記
」」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
二
二
、
二
〇
一
八
年
（
史
料

の
存
在
は
堀
川
康
史
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）。
本
史
料
は
室
町
幕
府
奉
公
衆

で
故
実
家
の
大
舘
尚
氏
の
手
に
な
り
、
そ
れ
を
大
和
晴
完
が
書
写
、
一
部
追

加
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
や
享
禄
五
年

（
一
五
三
二
）
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
記
事
が
『
書
札
次
第
』
に

追
加
さ
れ
た
の
は
早
く
と
も
足
利
高
基
期
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

4　

小
久
保
嘉
紀
「
鎌
倉
府
の
書
札
礼
」『
室
町
・
戦
国
期
儀
礼
秩
序
の
研
究
』

臨
川
書
店
、二
〇
二
一
年
（
初
出
二
〇
一
〇
年
）。
以
下
、副
題
は
省
略
し
た
。

5　

佐
藤
博
信
「
足
利
政
氏
と
そ
の
文
書
」『
中
世
東
国
足
利
・
北
条
氏
の
研
究
』

岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
（
初
出
一
九
七
三
年
）。
和
氣
俊
行
「「
足
利
政
氏

書
札
礼
」
の
歴
史
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
佐
藤
博
信
・
荒
川
善
夫
・
松
本
一

夫
編
『
中
世
下
野
の
権
力
と
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
。

6　

佐
藤
博
信
「
義
氏
様
御
代
之
中
御
書
案
之
書
留
」『
古
河
市
史
研
究
』
八
、

一
九
八
三
年
。

7　

市
村
高
男
「
中
世
領
主
間
の
身
分
と
遺
構
・
遺
物
の
格
」『
帝
京
大
学
山
梨

文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
』
八
、
一
九
九
七
年
。

8　

小
久
保
嘉
紀
「
中
世
書
札
礼
史
料
論
」（
４
）
前
掲
小
久
保
著
書
。

9　

田
中
宏
志
「
関
東
公
方
発
給
文
書
の
書
札
礼
に
つ
い
て
の
再
検
討
」
佐
藤
博

信
編
『
中
世
東
国
の
社
会
と
文
化
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
。
以
下
、
田

中
の
研
究
に
つ
い
て
は
、特
に
断
ら
な
い
限
り
同
論
文
か
ら
の
引
用
に
よ
る
。

10　

二
木
謙
一
「
室
町
幕
府
に
お
け
る
武
家
の
格
式
と
書
札
礼
」『
武
家
儀
礼
格

式
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
（
初
出
一
九
九
九
年
）。
な
お
、

田
中
は
行
謹
言
を
「
草
謹
言
」、
草
謹
言
を
「
丸
謹
言
」
と
呼
称
す
る
が
、

字
体
そ
の
も
の
へ
の
理
解
は
概
ね
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
引
用
に

際
し
て
は
、
本
稿
で
の
呼
称
に
言
い
換
え
た
。

11　

画
像
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
「
文
章
之
次
第
」（
請
求

記
号
：
一
五
三
―
〇
四
六
一
）
よ
り
引
用
し
た
。

12　

木
下
聡
『
山
内
上
杉
氏
と
扇
谷
上
杉
氏
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
（
伊

藤
拓
也
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）。
な
お
、
両
者
が
結
び
始
め
る
時
期
に
つ
い

て
は
、
明
応
二
年
十
二
月
の
両
上
杉
氏
の
和
睦
後
か
ら
、
明
応
三
年
二
月
以

前
に
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
駒
見
敬
祐
「
長
享
の
乱
に
お
け
る

古
河
公
方
足
利
政
氏
」『
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
紀
要
』
一
九
、

二
〇
二
五
年
）。

13　
『
喜
連
川
町
史
』
資
料
編
五
喜
連
川
文
書
（
以
下
、『
喜
連
川
』）
一
号
。

14　
『
喜
連
川
』
一
二
―
（
一
）・（
二
）
号
。

15　
（
５
）
前
掲
佐
藤
論
文
。

16　
（
５
）
前
掲
和
氣
論
文
。

17　
（
９
）
前
掲
田
中
論
文
。（
２
）
前
掲
拙
解
題
。
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18　

田
中
宏
志
「『
関
東
公
方
書
札
礼
（
足
利
政
氏
書
札
礼
）』
の
基
礎
的
考
察
」

千
葉
歴
史
学
会
中
世
史
部
会
一
月
例
会
報
告
レ
ジ
ュ
メ
、
二
〇
一
二
年
一
月

二
八
日
。

19　

佐
藤
博
信
「
足
利
政
氏
と
そ
の
時
代
」『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』
校
倉

書
房
、
一
九
八
九
年
（
初
出
一
九
八
三
年
）。
お
そ
ら
く
佐
藤
は
、『
義
氏
書

札
礼
』
の
「
可
淳
於
村
岡
御
陣
、政
氏
様
御
手
移
ニ
被
下
」
と
い
う
記
載
（
吉

田
勝
弥
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
と
、
明
応
三
年
に
比
定
さ
れ
る
十
一
月
十
七

日
付
の
政
氏
書
状
（「
簗
田
家
文
書
」『
戦
国
遺
文
』
古
河
公
方
編
（
以
下
、『
戦

古
』）
三
四
九
号
）
か
ら
、
同
年
十
一
月
の
村
岡
御
陣
に
お
け
る
政
氏
と
顕

定
の
同
陣
を
想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
見
解
に
従
う
が
、
両

者
は
同
年
十
月
に
武
蔵
高
倉
山
に
布
陣
し
た
と
す
る
史
料
も
あ
る
（
吉
田
勝

弥「
書
札
礼
か
ら
見
た
戦
国
期
関
東
上
杉
氏
」『
史
友
』五
八
、
二
〇
二
六
年
）。

20　

こ
の
点
、『
政
氏
書
札
礼
』
中
に
「
建
長
寺
当
住
竺
雲
和
尚
」
の
記
載
が
あ
り
、

竺
雲
顕
騰
が
建
長
寺
住
持
に
就
任
し
た
の
は
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
六
月

六
日
で
あ
る（『
蔭
凉
軒
日
録
』延
徳
四
年
六
月
十
三
日
条〔
竹
内
理
三
編『
増

補
続
史
料
大
成　

蔭
涼
軒
日
録
五
』
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
〕）。
よ
っ
て
、

『
政
氏
書
札
礼
』
Ａ
の
原
本
の
成
立
は
そ
れ
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

21　

本
間
氏
に
つ
い
て
は
、佐
藤
博
信
「
古
河
公
方
家
臣
本
間
氏
に
関
す
る
考
察
」

『
茨
城
県
史
研
究
』
九
二
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

22　

佐
藤
博
信
「「
里
見
家
永
正
元
亀
年
中
書
札
留
抜
書
」（
内
閣
文
庫
蔵
）」
滝

川
恒
昭
編
『
房
総
里
見
氏
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
四
年
（
初
出
一
九
八
八

年
）。

23　
『
喜
連
川
』
二
五
号
。

24　

田
中
宏
志
「
古
河
公
方
と
曹
洞
宗
」
黒
田
基
樹
編
『
古
河
公
方・足
利
義
氏
』

戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
四
年
（
初
出
二
〇
一
一
年
）。

25　
（
９
）
前
掲
田
中
論
文
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
も
『
政
氏
書
札
礼
』
の
記
載
と

し
て
扱
う
。

26　

谷
口
雄
太
「
関
東
足
利
氏
の
御
一
家
（
一
）」
黒
田
基
樹
編
『
足
利
氏
満
と

そ
の
時
代
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
四
年
。

27　
「
青
木
信
孝
氏
所
蔵
文
書
」『
戦
古
』
三
〇
二
号
。

28　
「
御
書
案
留
書
上
」『
喜
連
川
』
六
一
―
（
一
）
号
、
四
八
頁
。

29　
（
７
）
前
掲
市
村
論
文
。（
９
）
前
掲
田
中
論
文
。

30　
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
一
七
真
崎
処
純
所
蔵
」『
戦
古
』
四
一
五
号
。

31　
（
２
）
前
掲
拙
解
題
。
上
杉
氏
の
書
札
礼
に
つ
い
て
は
、（
１９
）
前
掲
吉
田
論

文
を
参
照
。

32　
「
渡
辺
忠
胤
氏
所
蔵
文
書
」『
戦
古
』
五
二
八
号
。

33　
（
９
）
前
掲
田
中
論
文
。（
１８
）
前
掲
田
中
レ
ジ
ュ
メ
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え

れ
ば
、「
京
都
へ
之
御
書
札
」
の
記
載
は
『
政
氏
書
札
礼
』
と
異
な
る
時
期

の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

34　

石
橋
一
展「
千
葉
氏
の
動
向
と
研
究
史
」同
編『
下
総
千
葉
氏
』戎
光
祥
出
版
、

二
〇
一
五
年
。

35　
「
相
州
古
文
書
所
収
大
住
郡
庄
右
衛
門
所
蔵
」『
戦
古
』
三
六
〇
号
。

36　

黒
田
基
樹
「
関
東
動
乱
と
三
浦
氏
」『
戦
国
期
関
東
動
乱
と
大
名
・
国
衆
』

戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
（
初
出
二
〇
一
二
年
）。
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37　
「
三
浦
文
書
・『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
一
三
四
」『
戦
古
』
一
二
〇
八
号
。

38　
（
１
）
前
掲
谷
口
他
史
料
紹
介
、
谷
口
解
題
。

39　

黒
田
基
樹
「
戦
国
動
乱
と
小
田
氏
」（
３６
）
前
掲
黒
田
著
書
（
初
出

二
〇
〇
四
年
）。

40　
（
３９
）
前
掲
黒
田
論
文
。

41　
「
簗
田
家
文
書
」『
戦
古
』
三
四
九
号
・
七
九
〇
号
。

42　

市
村
高
男「
古
河
公
方
と
礼
の
秩
序
」『
鷲
宮
町
史
』通
史
上
巻
、一
九
八
六
年
。

43　
「
古
河
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
」『
戦
古
』
一
一
〇
一
号
。

44　
（
２８
）
前
掲
史
料
、
四
七
頁
。

45　
「
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
赤
堀
文
書
」『
戦
古
』
五
九
号
。「
国
会
本
喜

連
川
文
書
」『
戦
古
』
六
九
五
号
。

46　
「
喜
連
川
家
文
書
案
三
」『
戦
古
』
一
一
一
二
号
。

47　

阿
部
能
久
「
戦
国
期
関
東
公
方
と
そ
の
発
給
文
書
」『
戦
国
期
関
東
公
方
の

研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

48　
（
７
）
前
掲
市
村
論
文
。

49　
『
書
札
次
第
』
に
は
「
京
御
門
跡
」
に
始
ま
る
門
跡
寺
院
の
記
載
も
あ
る
が
、

豊
臣
期
以
降
の
成
立
に
な
る
照
高
院
が
筆
頭
に
あ
る
点
な
ど
、
他
に
京
都
寺

社
の
記
載
が
な
い
『
書
札
次
第
』
に
お
い
て
や
や
異
質
で
あ
る
。
こ
の
箇
所

は
後
世
に
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
回
は
検
討
対

象
か
ら
除
外
し
た
。

50　
「
喜
連
川
家
文
書
案
三
」『
戦
古
』
三
一
〇
号
。

51　
（
１２
）
前
掲
木
下
著
書
。

52　

家
永
遵
嗣「
明
応
二
年
の
政
変
と
堀
越
公
方
」『
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
』

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
、
一
九
九
五
年
。

53　
『
蔭
凉
軒
日
録
』
延
徳
四
年
六
月
二
日
条
。
阿
部
能
久
「
関
東
公
方
の
関
東

禅
院
支
配
」（
47
）
前
掲
阿
部
著
書
（
初
出
二
〇
〇
〇
年
）。
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